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連

歌

秘

倍

抄

の

付

合

説

言

金
　
子
　
金
　
治
　
郎

連
歌
路
傍
抄
は
軍
に
秘
侍
抄
と
も
書
か
れ
て
・
宗
祇
の
著
作
で
あ
る
が
、
成
立
の
年
月
は
不
明
で
あ
る
。
連
歌
の
．
史
的
研
究
後
篇
に
は

帝
国
周
書
館
本
品
げ
て
ゐ
ら
れ
る
。
又
髪
伊
地
知
哲
夫
氏
は
宗
祇
著
作
裸
致
（
撃
譜
警
於
て
、
宗
祇
の
連
歌
芸
と
し
て
紹
介
し

て
ゐ
ら
れ
る
。
帝
国
園
芸
始
末
に
は
作
者
名
が
無
い
の
で
、
連
歌
の
史
的
研
究
に
は
宗
祇
宗
長
頃
の
作
か
1
し
て
ゐ
ら
れ
た
が
、
伊
地
知

氏
本
に
は
宗
祇
在
判
と
あ
る
の
で
、
作
者
の
問
題
は
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
後
に
述
べ
ろ
太
田
武
夫
氏
本
・
高
野
屍
之
博
士
本
、
何
れ
も

宗
祇
作
と
あ
り
「
無
窮
命
所
蔵
の
焉
本
「
連
歌
書
目
」
（
緒
言
謂
謂
雛
篭
）
に
「
秘
倖
抄
　
宗
祇
作
」
と
あ
る
も
恐
ら
く
本
書
か
と
思

は
れ
る
。
作
者
に
就
い
て
は
、
宗
祇
述
作
を
疑
ふ
材
料
は
見
雷
ら
な
い
の
で
あ
る
。

専
ら
付
合
晶
い
て
ゐ
る
が
・
付
合
の
用
意
心
法
の
論
議
で
は
な
く
て
、
付
様
の
八
強
と
岩
群
を
内
容
と
し
（
矯
鐙
鮎
謂
窯

欝
飢
獅
机
星
の
）
、
八
鉢
の
名
目
や
所
謂
て
に
は
を
鬼
げ
て
短
い
註
語
を
虹
へ
、
そ
れ
に
例
句
塞
げ
て
ゐ
る
の
で
1
中
に
は
例
句
の
み
で

誼
語
の
無
い
項
目
も
あ
る
。
例
句
の
作
者
は
救
済
・
艮
阿
・
頓
阿
∴
示
醐
・
行
助
・
忍
誓
・
専
順
・
心
故
で
、
帝
開
国
書
館
本
で
数
へ
て

み
．
ろ
と
、
宗
欄
の
三
二
句
を
筆
頭
に
心
敬
の
一
句
に
到
っ
て
る
る
。
政
所
二
〇
句
、
艮
阿
一
九
句
、
頓
阿
一
五
句
等
は
、
此
の
人
′
々
の
作

連
歌
秘
倖
抄
の
付
会
誼
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囲
　
文
　
革
　
敦
　
等
四
各
　
節
一
掃

ヽ

ヽ

ヽ

品
に
貴
重
な
資
料
を
附
加
へ
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
本
吉
の
頂
値
は
飽
く
ま
で
付
合
の
詮
、
特
に
て
に
は
付
の
詮
と
し
て
秀
れ
て
ゐ
ろ
瓢

に
あ
る
。
良
基
以
魂
の
付
合
の
詮
を
検
し
て
本
吉
に
到
れ
ば
、
．
確
か
に
一
時
期
を
劃
す
る
著
作
た
る
に
気
付
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ

ヽ

ヽ

．

t

て
、
鼓
に
本
書
を
考
察
す
る
潮
以
も
、
偏
に
付
合
の
詮
、
特
に
て
に
は
付
の
誼
と
し
て
の
本
書
の
撥
値
に
燭
れ
よ
う
雷
で
あ
る
。

－

諸

本

の

概

要

内
容
の
考
察
に
先
立
っ
て
、
諸
本
の
書
誌
的
な
概
説
を
試
み
た
い
「

諸
　
本

寓
目
の
倍
本
は
緒
言
に
寒
げ
た
、
帝
国
同
書
蝕
本
・
太
田
武
夫
氏
本
・
伊
地
知
哲
夫
氏
本
・
高
野
辰
之
博
士
本
の
四
本
の
み
で
あ
る
。

甘
図
間
書
館
本
（
霊
）

外
題
内
翌
ハ
に
「
連
綿
秘
侍
抄
」
（
唖
監
憲
箆
監
㌫
ゴ
と
あ
る
。
吉
富
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
徳
川
期
に
下
ら
な
い
古
烏
本
で

ぁ
る
。
美
濃
判
．
袋
墾
墨
付
二
十
嘉
二
蘭
十
二
行
書
き
。
内
容
は
、
序
文
（
㌍
宗
等
付
様
八
鉢
（
譜
汀
㌶
欝
）
・
手
仁
葉
付
（
邦

獣
琶
詣
毘
賢
の
三
部
か
ら
成
り
、
付
様
八
卦
と
手
仁
薬
付
の
夫
々
の
部
分
の
初
め
は
、
そ
の
部
分
の
序
の
形
を
な
し
て
ゐ
る
の
で

そ
れ
を
仝
鰐
の
序
に
封
し
て
小
序
と
呼
ん
で
駐
く
。
柄
手
仁
薬
付
の
部
分
は
全
部
で
三
八
項
で
あ
る
。
最
後
に
（
軍
）

右
此
集
老
中
古
常
世
一
二
代
蓮
苛
也

と
あ
る
。
他
に
は
何
の
奥
書
も
な
く
、
宗
祇
の
著
作
か
否
か
、
本
吉
の
み
で
は
不
明
で
あ
る
。

本
書
に
は
倖
葛
の
際
の
誤
り
と
忠
は
れ
る
所
が
あ
る
。
右
の
填
書
l
に
「
中
古
常
世
三
代
」
と
あ
の
も
不
備
で
、
太
田
氏
本
の
如
く
「
甘

50
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中
古
常
世
」
の
如
く
あ
っ
た
も
の
と
忠
は
れ
る
。
手
仁
葉
付
第
二
十
二
項
「
ま
だ
」
の
例
旬
「
た
え
！
上
に
山
路
の
末
は
あ
ら
ほ
れ
て
」

の
心
敬
の
句
昼
閲
旬
を
誓
・
共
の
部
分
が
二
行
牢
白
な
の
は
明
瞭
に
本
吉
の
段
落
で
あ
る
。
（
盈
慧
岬
豊
窯
監
㌫
痛
の
）
本
書
の
親

木
と
な
り
或
は
約
本
と
な
る
も
の
の
存
在
は
常
然
考
へ
ら
れ
る
澤
で
あ
る
。

曾
田
武
夫
氏
本
（
詣
）

外
題
な
く
・
内
項
に
は
「
秘
停
抄
」
と
あ
る
。
裏
表
紙
の
見
返
し
に
、
1
是
祓
四
年
三
月
昔
　
主
久
安
（
花
押
）
」
と
、
本
文
と

は
興
っ
た
書
鱒
で
書
か
れ
て
ゐ
ろ
。
共
の
時
の
辛
雷
か
、
或
は
そ
れ
以
前
で
あ
ら
う
。
笛
・
植
木
。
紙
数
二
十
六
T
、
会
部
墨
付
き
二

面
十
二
行
菅
。
内
容
は
帝
本
と
大
胆
同
様
な
序
文
・
八
警
手
に
を
は
付
（
謡
。
）
が
あ
っ
て
（
馨
訂
㌍
削
）
、
次
に

此
抄
者
背
中
比
常
世
を
各
上
取
集
」
見
合
て
注
記
物
也
能
上
欄
倖
可
被
成
也
」

右
待
秘
倖
抄
た
と
へ
千
金
を
あ
た
」
ふ
共
二
人
と
つ
た
へ
へ
か
ら
す
此
旨
そ
む
き
設
1
」
位
富
津
鴫
別
甫
は
天
神
の
御
封
を
」
か

ふ
む
ろ
へ
き
者
也
能
上
可
秘
主
上

宗
　
祇
　
塩
．
勇

正
　
佐
　
審
　
判
」（

‰
剛
躇
末
。
）

の
奥
書
が
、
前
文
に
引
綾
い
て
誌
さ
れ
て
ゐ
ろ
（
謡
琶
夷
に
こ
行
置
い
て
「
秘
偉
抄
」
と
あ
。
、
以
下
腋
旬
三
の
召
と
し
て
、
さ
う
わ

き
，
た
ひ
し
腋
・
逮
腋
を
挙
げ
（
に
詰
釘
）
次
に

是
は
わ
き
一
流
の
相
侍
也

と
あ
っ
て
・
攻
に
腋
の
署
の
二
項
が
あ
っ
て
（
謡
欝
）
経
っ
て
ゐ
ろ
。
即
ち
太
本
は
帝
本
と
大
様
同
じ
内
容
の
秘
侍
抄
が
あ
。
、
そ
れ

▼
連
歌
秘
博
抄
の
付
会
二
記

51
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国
　
文
　
密
　
教
　
第
四
魯
　
第
一
韓

に
隻
ポ
祇
正
任
の
再
刊
が
あ
っ
て
作
者
を
明
瞭
に
し
、
そ
れ
に
更
に
脇
句
を
内
容
と
す
る
別
の
秘
借
抄
が
附
加
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
て

「
歓
の
秘
偉
抄
」
（
誌
再
）
に
は
作
者
晶
記
し
て
ゐ
な
い
が
・
名
稲
か
ら
も
亦
「
前
の
秘
偉
抄
」
（
詣
稲
）
に
附
加
さ
れ
て
る
る
鮎
か
ら
も

同
じ
く
宗
祇
作
と
想
像
す
る
の
で
あ
る
∵
J
れ
は
併
し
次
の
伊
地
知
氏
本
で
明
瞭
に
さ
れ
る
。

ヽ
ノ↑

伊
地
知
許
夫
氏
本
（
瑚
棚
）
一

外
題
は
「
連
歌
秘
倖
抄
」
、
内
題
は
「
秘
倖
抄
」
。
害
鳥
は
比
較
的
新
し
く
、
美
津
判
の
恨
墾
宗
長
の
「
用
捨
之
詞
」
と
合
か
。
本

書
は
第
二
丁
か
ら
こ
手
八
丁
に
至
る
。
二
面
八
行
書
き
。
内
容
は
大
鰐
太
本
に
同
じ
で
、
「
前
の
秘
偉
抄
」
（
岩
出
宗
等
）
の
奥
書
は

此
抄
物
者
中
比
常
世
各
取
集
見
合
注
置
物
也
能
上
可
有
租
借
者
也

宗
　
祇
　
衣
　
剣

正
　
佐
　
在
　
列

と
あ
る
。
郎
ち
太
本
奥
書
の
前
年
に
相
普
し
、
後
年
を
放
い
て
ゐ
る
。
次
に
「
連
歌
秘
倖
妙
」
と
し
て
、
「
後
の
秘
偉
抄
」
の
部
分
が
凍

る
。
但
し
、
大
本
で
は
三
の
習
と
腋
の
留
り
と
の
問
に
あ
っ
た
識
語
が
、
本
書
で
は
最
後
に
充
て

右
着
払
一
流
の
梱
停
也

と
あ
る
｝
次
に
「
奥
書
」
と
記
し
て
、
夷
の
如
く
あ
る
。

右
此
秘
倖
薬
者
上
代
之
先
達
典
克
也
」
然
間
中
昔
秘
失
雉
焉
詞
闇
宗
瑚
法
師
」
料
上
先
達
之
教
訓
見
書
記
後
代
之
」
詞
林
蓮
寺
之
遺
之

「
マ
，
）

明
意
作
此
抄
」
縦
家
風
之
名
跡
之
錐
馬
仁
寅
初
心
」
之
時
者
不
可
借
受
不
知
常
知
之
知
輿
」
不
知
也
寄
道
其
位
不
至
時
者
金
言
之
秘
」

5：！

へ
智
款
）

密
不
知
賛
努
上
此
旨
有
新
任
書
玉
津
嶋
」
別
両
天
満
天
紳
可
蒙
御
討
者
仇
如
件
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宗
　
祇
　
在
　
判

正
　
佐
　
在
　
判

即
ち
伊
本
は
内
容
は
大
本
に
放
て
ゐ
て
、
「
前
の
秘
倖
抄
」
の
宗
祇
正
佐
南
朝
も
同
じ
で
洩
る
が
、
「
後
の
秘
伸
抄
」
の
次
に
宗
祇
正
佐
南

判
の
奥
書
を
持
っ
て
ゐ
ろ
黙
等
で
、
伊
本
に
異
っ
て
ゐ
る
。

）ヒ
尚
野
辰
之
博
士
本
（
帥
柑
）

外
題
に
は
「
宗
祇
秘
侍
抄
」
と
あ
り
、
内
題
に
は
「
秘
偉
抄
」
と
あ
る
。
骨
相
口
侍
之
挟
書
と
合
か
。
雷
電
の
年
次
は
奥
に
、
′
寛
文

孟
歳
九
月
下
旬
澤
延
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
ら
う
。
貸
額
桔
本
。
本
書
は
後
年
の
二
十
三
丁
オ
か
ら
三
十
丁
ウ
に
至
る
八
丁
。
巷

首
「
秘
侍
抄
」
の
下
に
「
宗
祇
」
と
あ
り
、
序
文
は
無
く
て
、
八
碁
の
小
序
に
始
ま
わ
、
て
に
は
付
の
第
七
項
「
け
わ
と
留
て
付
」
で
終

り
、
「
宗
祇
在
刊
」
と
あ
る
。
一
際
完
本
の
醍
我
を
な
し
て
ゐ
ろ
が
、
「
け
れ
」
の
項
に
は
例
句
も
轟
け
て
無
い
か
ら
恐
ら
く
後
年
を
失
っ
た

も
の
と
思
ふ
。
後
に
覇
れ
ろ
や
う
に
、
帝
本
よ
り
も
太
本
伊
本
に
近
い
か
と
思
ふ
だ
け
で
あ
る
。

諸
本
の
関
係
と
成
立
の
問
題

）イ
大
本
と
伊
本
と
の
関
係

（

南
本
共
宗
祇
正
佐
両
刊
本
で
、
同
一
系
統
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
共
に
「
後
の
秘
侍
抄
」
を
併
せ
有
っ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
鮎

は
更
に
吟
味
す
る
と
し
て
、
－
前
の
秘
停
抄
L
に
於
て
、
宗
祇
正
任
所
刊
本
の
特
色
と
な
る
鮎
に
就
い
て
南
本
の
異
同
車
検
し
て
み
る
と
、

L
T
に
は
付
の
部
の
項
数
は
共
に
四
十
三
項
で
一
致
す
る
。

乳
例
句
は
、
八
鉢
の
部
は
各
一
句
宛
で
一
致
。
て
に
は
付
の
部
は
太
本
一
五
三
句
。
何
本
に
は
l
萬
所
脱
落
が
あ
っ
て
l
句
分
を
減
じ
て

連

歌

秘

停

抄

の

付

会

設
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団
　
文
　
題
　
敦
　
姉
田
巻
　
第
一
斡

ゐ
る
外
は
太
本
に
同
じ
。
（
佃
増
柑
橘
聖
篭
監
欝
譜
票
琵
叫
㍉
軸
謂
咽
舶
用
詫
ぶ
叫
㌍
詣
誓
監
㌶
…
鐙
禁
投
票
告
齢
用
語
的
豊

乱
て
に
は
付
小
序
中
に
「
侍
公
畳
阿
頓
阿
」
と
あ
る
量
阿
は
両
者
一
致
。
例
句
の
作
者
名
「
量
」
も
一
致
。

も
例
旬
の
作
者
名
は
、
八
躯
の
部
に
は
両
者
共
無
く
、
て
に
は
付
の
部
で
は
、
太
本
は
十
三
項
「
も
」
の
部
ま
で
は
天
憶
舜
げ
て
ゐ
る

が
、
伊
本
は
四
項
「
ら
ん
」
ま
で
▲
あ
る
。

軋
語
句
の
異
同
は
柏
雷
あ
る
が
、
後
に
帝
本
と
の
異
同
で
畢
げ
ろ
八
射
小
序
の
相
異
の
如
き
根
本
的
な
異
同
は
な
い
。

概
略
右
の
特
色
を
持
ち
、
そ
の
鮎
で
両
者
略
一
致
し
て
ゐ
る
。

次
の
「
後
の
秘
侍
抄
」
の
部
分
で
は
、
内
容
に
は
大
差
は
な
い
（
詣
詣
品
監
禁
譜
等
維
相
等
）
。
併
し
此
の
部
分
を
周
っ
て
、
南
本

の
成
立
過
程
に
関
す
る
問
題
が
提
起
さ
れ
る
か
と
思
ふ
。
即
ち
大
本
の
「
前
の
秘
侍
抄
」
の
奥
書
の
申
「
右
符
秘
倖
抄
た
と
へ
…
・
住
吉

玉
津
嶋
闘
両
は
天
和
の
御
罰
を
か
ふ
む
ろ
べ
き
者
職
能
上
可
秘
上
上
」
の
部
分
が
、
仰
木
に
な
く
、
伊
木
の
「
後
の
秘
僻
抄
」
の
次
の
奥

書
中
に
「
住
曽
玉
津
鴫
云
々
l
と
見
え
て
ゐ
る
革
質
で
あ
る
。
こ
れ
を
次
の
や
う
に
考
へ
る
。
太
本
の
輿
吉
に
三
碑
を
目
し
て
ゐ
る
所
を

見
て
も
、
宗
祇
正
住
商
刊
本
秘
停
抄
は
そ
こ
で
完
結
し
て
ゐ
る
っ
即
ち
宗
祇
正
佐
雨
刊
本
の
本
火
の
も
の
は
l
應
「
前
の
秘
倦
抄
」
だ
け

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
「
後
の
秘
偽
抄
」
が
書
添
へ
ら
れ
た
の
が
、
現
在
見
る
大
本
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
仰
木
の
敢
後
の
輿
吉
を
見

る
と
、
こ
れ
は
「
前
の
秘
侍
抄
」
「
後
の
秘
侍
抄
」
を
併
せ
て
「
秘
倖
集
」
と
一
括
し
て
呼
ん
で
ゐ
ろ
と
思
は
れ
る
。
そ
れ
は
兵
書
の
中
宗

哩
本
末
と
あ
る
部
分
は
、
「
前
の
秘
侍
抄
．
あ
て
に
は
付
小
序
中
に
「
上
代
は
侍
公
黄
阿
頓
阿
な
と
の
新
五
六
人
は
か
．
り
此
て
に
を
は
付
を

心
得
…
・
後
こ
の
て
に
は
付
の
抄
物
相
伴
す
べ
き
人
な
く
世
に
秘
し
ま
な
ひ
て
音
譜
の
や
う
に
な
り
て
‥
・
近
代
完
硯
蒼
古
砂
を
ひ
き
見

て
」
（
諸
に
）
と
あ
る
部
分
に
照
應
し
、
恐
ら
く
右
小
序
に
依
っ
て
奥
書
の
文
を
成
し
た
と
見
ら
れ
ろ
か
ら
で
あ
る
。
斯
様
に
「
前
の
秘
倦
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秒
」
と
「
後
の
秘
俸
抄
」
と
を
一
括
す
る
意
志
の
働
い
て
ゐ
る
鮎
か
ら
見
て
、
仰
本
は
現
在
の
太
本
の
成
立
以
後
に
成
立
し
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
。
太
本
「
前
の
秘
侍
抄
」
の
奥
書
の
後
牛
の
無
い
の
は
、
右
の
様
に
「
筏
の
秘
倖
抄
」
を
】
括
す
る
際
に
削
っ
た
も
の
と
考
へ

ろ
（
芸
監
禁
畏
賢
詣
竺

以
上
枠
本
太
本
を
比
較
し
た
結
果
を
要
約
す
れ
ば
、
宗
祇
正
佐
両
刊
本
の
第
一
次
の
形
態
は
「
前
の
秘
倖
抄
」
で
あ
る
。
其
の
後
「
後

の
秘
侍
抄
」
を
添
加
し
た
の
が
太
本
の
形
態
で
あ
る
。
次
に
「
後
の
秘
倖
抄
」
も
亦
宗
祇
か
ら
正
任
へ
倖
授
さ
れ
た
事
を
明
瞭
に
し
、
・

「
前
」
「
後
」
は
二
括
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
の
が
伊
本
の
形
態
で
あ
る
と
息
ふ
（
詣
監
監
射
和
語
㌶
繹
精
霊
鐙
㌍
禁
等
）

）い
帝
本
と
大
本
伊
本
の
関
係

帝
本
は
宗
祇
正
佐
雨
刊
本
の
「
前
の
秘
倖
抄
」
の
部
分
に
相
雷
し
て
ゐ
る
。
今
両
者
の
異
同
を
比
較
し
て
み
ろ
。

L
八
鉢
付
の
部
分
は
、
例
句
は
一
句
で
両
者
同
じ
で
あ
る
が
、
帝
本
に
は
作
者
名
が
あ
る
。
叉
そ
の
小
序
に
顕
著
な
相
違
が
あ
る
。
両

者
大
略
一
致
の
部
分
空
行
と
し
、
相
違
の
所
を
二
行
と
し
、
帝
本
を
左
行
、
太
本
（
紺
聖
）
を
右
行
に
し
て
、
小
序
の
条
文
空
示
す
。

慧
。
。
苛
露
訳
綿
塁
リ
て
、
謡
に
飢
）
六
線
諸
等
せ
り
。
雌
然

慣
伊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
）

よ八　達

等吾
盃譜

蓋謡
鉢
四
十
八
鉢
巳
上
八
十
慧
明
（
に
）
せ
．
リ
。
如
比
の
鉢
錐
多
富
加
）
八
鉢
ス
唱
晋
の
）
肝
要
と
）
せ
。

l
十
心
（
太
伊
）
　
（
伊
）

付
様
に

あ

ま

たナ
のIと

：正一
／＼
ああ
るリ
に　0

郎
ち
主
な
相
違
は
、
帝
本
が
「
あ
ま
た
の
晶
」
と
し
た
所
実
十
壁
書
の
詳
細
な
説
明
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
（
鵬
謂
豊
瑚
‥
碩
㌫
糎

欝
は
謂
雌
謂
琳
）

乞
て
に
は
付
の
項
数
は
太
本
伊
本
の
四
十
三
項
に
対
し
、
帝
本
は
三
十
八
項
で
あ
る
。
五
項
抄
い
が
、
其
の
中
一
項
は
、
帝
本
二
十
二

、

ヽ

ヽ

　

　

ヽ

ヽ

項
に
「
た
に
と
云
と
さ
へ
と
云
に
付
様
」
と
し
て
、
た
に
・
さ
へ
双
方
の
例
句
を
卑
げ
て
ゐ
ろ
た
封
し
、
太
本
伊
本
は
「
七
に
」
の

連

歌

秘

侍

抄

の

付

合

詑

石
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国
　
文
　
密
　
教
　
第
四
巻
　
第
一
韓

次
に
「
さ
へ
」
の
二
項
空
止
て
て
ゐ
る
残
に
生
じ
た
差
で
あ
る
。
も
う
一
項
は
、
帝
本
二
十
六
項
の
「
い
づ
く
」
の
例
句
三
句
の
中

最
後
の
一
句
は
「
い
つ
れ
」
の
例
で
あ
る
。
そ
れ
を
太
本
伊
本
は
一
「
い
づ
れ
と
云
て
に
は
付
」
と
も
て
一
項
に
立
て
、
ゐ
る
環
で

此
の
鮎
は
帝
本
の
不
備
で
あ
る
。
他
に
太
本
伊
本
に
は
、
「
つ
れ
」
「
ご
と
」
「
ほ
ど
」
の
三
項
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
帝
本
に
は
全
然
無

い
。

3
．
次
に
例
句
の
敦
彗
八
鉢
の
部
分
は
各
項
一
句
苑
で
両
者
同
じ
。
て
に
は
付
の
部
分
で
は
、
帝
本
の
一
二
六
句
に
封
し
、
太
本
は
一

五
三
句
で
あ
る
。
獅
例
句
は
相
互
に
有
無
が
存
し
、
帝
本
に
存
し
て
太
本
に
な
い
句
二
七
句
、
大
本
に
存
し
帝
本
に
無
い
句
五
二
句

で
、
此
の
鮎
に
は
顕
著
な
相
異
が
あ
る
。

ヽ

ヽ

　

　

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

　

　

ヽ

4
．
て
に
は
付
小
序
中
叉
び
例
句
の
作
者
名
中
の
量
阿
又
量
は
帝
本
は
全
部
良
阿
又
良
に
作
る
。
量
阿
の
名
は
宗
樹
の
視
座
抄
に
見
え
、
．

文
事
徳
二
年
二
月
四
日
宗
樹
等
何
人
百
韻
（
鐙
は
甥
楯
聖
）
に
も
見
・
え
、
完
樹
頃
の
作
者
志
心
は
来
る
が
、
右
小
序
中
に
は
「
上
代

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

は
侍
公
∧
撃
阿
頓
阿
な
ど
」
と
あ
る
か
ら
、
安
は
善
阿
の
門
弟
良
阿
が
正
し
く
、
例
句
中
の
良
も
良
阿
で
あ
ら
う
。
餌
ち
止
の
鮎
で

は
太
本
仰
木
は
共
に
誤
り
が
あ
る
。

説
例
句
の
作
者
名
は
、
八
躯
の
部
て
に
は
付
の
部
を
通
じ
て
大
部
分
蝉
げ
て
ゐ
る
（
舘
譜
㌫
相
識
詔
）
に
封
し
、
大
本
伊
木
は
捷
め
て

少
い
。

6
．
語
句
の
異
同
は
相
常
あ
る
が
、
八
躯
小
序
の
や
う
な
根
本
的
な
相
違
は
見
ら
れ
な
い
。

以
上
に
依
っ
て
宗
祇
正
佐
雨
刊
本
の
1
前
の
秘
倖
抄
」
と
帝
本
と
が
、
全
然
別
系
統
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
帝
至
認

諾
電
禁
錆
本
）
と
宗
祇
正
佐
両
刊
本
（
賢
覧
系
）
と
の
成
立
の
前
後
を
見
る
に
、
そ
の
何
れ
が
先
に
成
立
し
た
か
は
遽
か
に
は
節
足
出
水
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な
い
。
辞
し
、
八
鉢
小
序
の
相
違
で
は
、
補
木
が
革
に
「
付
様
に
あ
ま
た
の
品
」
あ
り
と
し
た
蘭
か
ら
、
宗
祇
正
住
商
刊
本
が
「
八
躯
十

六
躯
廿
川
姉
川
十
八
鮎
八
十
楕
ご
（
誌
に
）
ぁ
り
と
し
た
詳
細
に
進
ん
だ
と
見
る
が
指
笛
で
あ
ら
う
と
忠
ふ
。
叉
項
目
数
と
例
句
に
於
て
、
両

刊
本
が
市
本
よ
り
多
い
瓢
は
、
多
い
も
の
が
少
く
な
っ
た
と
も
考
へ
ら
れ
ぬ
こ
と
は
な
い
が
、
帝
本
に
於
て
「
た
に
と
云
と
さ
へ
と
云
に
付

様
」
と
し
て
ゐ
た
も
の
を
、
両
刊
本
に
於
て
「
た
に
」
と
「
さ
へ
」
と
を
分
っ
て
、
よ
り
整
備
し
た
形
に
し
た
桝
な
ど
か
ら
見
て
、
帝
本
系
統
が
前

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

ヽ

で
、
再
刊
木
は
補
木
系
統
の
も
の
を
増
補
し
て
成
つ
た
と
考
へ
た
い
。
一
唯
太
本
伊
本
に
は
艮
阿
を
景
阿
と
す
る
や
う
な
期
著
な
誤
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
が
再
刊
本
の
原
形
を
其
の
位
に
侍
へ
た
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
以
上
三
本
の
関
係
を
開
示
し
て
み
る
と
次
の
様
に
な
る
。

l

l

l

l

l

l

l

l

宗
祇
正
作
二
剛
刊
本

帝
国
図
書
館
本

太

田

武

夫

氏

本

伊
地
知
哲
夫
氏
本

以
下
の
内
容
の
考
察
は
、
姑
源
の
形
態
に
近
い
帝
本
が
中
心
と
な
り
、
宗
祇
正
佐
両
刊
本
の
「
覇
の
秘
倖
抄
」
が
参
照
さ
れ
る
。
↓
後
の

秘
侍
抄
」
皇
謡
か
ら
正
任
へ
の
相
侍
で
あ
る
が
、
協
の
付
合
空
洞
じ
た
も
の
で
l
般
的
で
な
い
所
か
ら
暫
く
考
察
の
外
に
し
た
。
（
唖

譜
監
禁
謂
桐
禁
鐙
露
あ
）二

　
伸
　
楼
　
八
　
鉢

巻
頭
の
序
文
は
、
連
歌
を
以
て
歌
の
雅
躯
と
な
し
、
歌
の
弗
一
字
に
苛
の
一
鉢
を
加
へ
て
俳
の
塑
一
相
に
象
り
、
歌
の
五
句
は
五
行
五
常

華
家
伊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崇
太
伊
）

で
あ
る
と
し
、
歌
を
二
分
し
て
撰
歌
と
し
た
の
は
、
生
彿
一
鉢
の
所
か
ら
彿
性
衆
生
に
分
れ
た
ろ
儀
と
し
、
攻
に
「
達
者
d
相
可
功
能
数

連
歌
秘
．
倖
抄
の
付
合
詑
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国
文
畢
敦
第
四
巷
第
一
輯

1
へ
太
）
更
伊
）
に
序
仲
心
l
匿
l
し
ろ
す
物
也
（
太
伊
）
へ
太
伊
）
け
l
シ
（
伊
）
ナ
シ
（
太
伊
）
l

ゐ
亘
を

那
珂
罫
多
と
云
へ
と
も
此
抄
に
委
不
及
琵
（
但
）
達
者
を
．
翫
人
（
は
）
不
行
而
「
体
面
の
内
許
に
か
な
ひ
行
せ
す
し
て
」
彿
道
に
至

（
太
伊
）
と
す
へ
し
（
伊
）

と
…
此
慧
鹿
部
鮮
苛
の
十
徳
に
見
え
た
り
（
末
世
の
人
は
い
か
に
至
の
道
を
本
山
可
嘩
型
L
と
あ
っ
て
経
ろ
。
専
ら
演
歌
の
功
徳

を
述
べ
て
ゐ
ろ
が
、
右
の
引
用
中
、
帝
本
は
此
抄
に
委
不
及
注
と
し
、
大
本
伊
本
は
反
封
に
こ
ま
か
に
記
す
と
し
て
ゐ
る
。
本
書
の
内
容

か
ら
言
へ
ば
帝
本
が
正
し
い
。
獅
文
中
蓮
苛
十
徳
と
あ
る
が
、
既
に
心
敬
の
馬
上
集
に
も
連
歌
廿
五
徳
の
名
が
見
え
、
叉
桑
我
自
筆
の
連

語
十
徳
も
あ
る
由
（
翻
認
諾
譜
的
）
で
あ
る
か
ら
、
宗
祇
の
序
文
中
に
見
・
ろ
T
も
異
と
す
る
に
は
雷
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
要
す
る
に
本
序

文
か
ら
ほ
付
合
論
の
一
片
も
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
八
潮
の
部
で
あ
る
が
、
そ
の
小
序
は
前
に
引
用
し
た
通
り
で
あ
る
。
所
謂
八
鉢
と
は
、
干
付
・
四
手
付
・
風
情
付
・
詞
付
・
達
付
・

心
付
・
相
封
付
・
埋
付
で
、
以
上
を
纏
め
て
「
八
淋
し
の
名
稀
を
冠
し
た
の
は
水
苔
が
嗜
矢
で
あ
ら
う
。
次
の
て
に
は
付
小
序
に
は
、
・
中

古
に
は
此
八
鉢
は
か
り
を
得
意
」
と
あ
っ
て
、
八
鉢
が
行
ほ
れ
て
ゐ
た
様
に
記
し
て
る
る
か
ら
、
或
は
既
に
「
八
鉢
」
の
名
稲
も
行
は
れ

て
ゐ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
寓
昌
の
文
献
で
は
本
吉
が
最
初
で
あ
る
。
然
し
て
右
の
名
稀
が
、
良
基
の
連
理
秘
抄
に
そ
の
先
投
を
求
め
得
る

こ
と
は
何
人
も
容
易
に
気
付
く
所
で
あ
ら
う
。
餌
ち
同
書
に
は

苧
付
の
句
四
手
景
気
心
付
詞
付
埋
付
餃
情
相
封
（
鐙
甥
）
引
蓬

等
主
と
し
て
付
合
方
法
の
分
類
を
奉
げ
、
更
に
輯
い
て
、
隠
題
・
本
苛
・
本
詮
・
名
所
・
異
物
・
狂
句
等
主
と
し
て
素
材
に
関
す
る
も
の

を
奉
げ
て
ゐ
る
。
八
鉢
の
中
風
惰
付
・
達
付
以
外
の
名
稲
は
右
に
全
く
同
じ
く
、
風
情
付
は
内
容
的
に
右
の
景
気
に
近
く
、
逮
付
は
名
稀

と
し
て
は
右
の
引
達
に
関
係
が
あ
る
。
併
し
仔
細
に
見
れ
ば
、
蓮
理
秘
抄
に
同
じ
も
の
、
名
播
だ
け
同
じ
で
意
味
の
異
な
る
も
の
等
が
あ

る
。
以
下
蓮
理
秘
抄
以
後
の
軍
書
に
散
見
す
る
桝
を
も
参
照
℃
つ
▲
八
鉢
の
解
寧
ぞ
し
た
い
の
で
あ
る
が
、
右
八
卦
ヶ
年
二
期
に
分
っ
て
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旺
く
。
（
詣
㌫
蒜
撃
鮒
㌍
欝
ユ

一
類
（
素
材
的
）

0
0
0
J

L
風
情
付
－
「
花
の
面
白
き
に
月
の
風
精
々
付
紅
葉
の
句
に
は
草
花
な
と
の
面
白
を
付
也
」

°
0
0

（
考
）
連
理
の
「
景
気
J
に
同
じ
か
。
其
の
証
に
「
眺
望
な
と
の
お
も
し
ろ
き
腰
を
つ
く
へ
L
L
と
あ
る
。
筑
波
問
答
に
は
「
風

情
句
」
「
眺
望
句
」
と
並
列
す
。
連
歌
十
倍
に
「
風
情
付
」
の
句
あ
り
。

0
0
0
0
3
0
0

。
山
詞
付
1
「
こ
と
の
葉
の
た
よ
り
を
以
て
な
か
き
と
云
に
な
は
と
付
よ
る
と
云
に
矢
と
付
空
耳
也
j

O
O
O

（
考
）
連
理
の
「
詞
付
」
に
同
じ
。
共
の
証
に
「
こ
と
某
の
た
よ
り
に
て
付
と
」
あ
り
。

0
0
0

乱
心
、
付
－
「
よ
り
あ
ひ
も
な
く
こ
と
葉
の
た
よ
り
も
又
風
情
よ
せ
ひ
も
な
く
心
の
た
よ
り
に
て
付
也
」

0
0
0

（
考
）
連
理
の
「
心
付
」
に
同
じ
。
共
の
誼
に
「
心
は
か
り
に
て
付
」

二
期
（
方
法
的
）

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

L
干
付
－
「
山
に
峯
浦
に
丹
頂
と
云
に
い
や
し
き
な
h
リ
を
そ
の
ま
ゝ
は
た
ら
か
さ
す
付
る
を
苧
付
と
云
」

0
0
Q
O
O
O
O

（
考
〕
連
理
の
「
苧
付
」
に
同
じ
か
。
共
の
証
に
「
や
う
も
な
く
見
る
と
こ
ろ
を
あ
り
の
ま
1
に
付
し
。
密
停
抄
に
「
甲
に
付
る

事
」
の
例
旬
あ
り
。

0
0
0
0
0
0

乳
開
手
付
－
「
前
の
旬
あ
ま
た
あ
る
に
そ
の
詞
こ
と
に
あ
ま
た
を
取
あ
わ
せ
て
付
ろ
を
云
也
」

（
考
）
連
理
の
「
四
手
」
に
同
じ
l

。
長
短
抄
の
「
四
手
ノ
付
合
」
も
同
じ
。
初
心
求
詠
集
添
加
部
分
に
「
四
手
付
」
の
例
句
あ
り
．

乱
造
付
1
「
春
と
云
に
秋
と
仲
山
と
云
に
盟
と
付
昔
と
云
に
今
と
付
ち
か
ひ
付
l

と
云
也
」

連
歌
秘
侍
抄
の
付
合
詑
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国
　
文
　
畢
　
放
　
　
第
四
巻
　
第
　
丁
　
持

（
考
）
　
連
理
の
「
梱
封
」
（
禁
桝
蠣
踪
堵
誓
）
に
同
じ
。
共
の
誼
に
「
春
に
秋
朝
に
夕
山
に
野
な
と
の
覇
」
と
あ
り
。
叉
連
理

0

0

0

0

0

0

G

O

O

に
「
秋
と
い
ふ
句
に
春
野
と
い
ふ
に
山
朝
と
い
ふ
に
夕
か
様
に
ひ
き
ち
か
へ
て
つ
く
る
」
∴
と
あ
る
は
同
じ
．
。
但
l
L
連
和
の
－
引

達
し
（
諸
悪
は
名
稲
梱
似
て
意
味
を
異
に
す
。
即
ち
「
月
の
夜
に
雨
を
こ
ひ
花
の
句
に
凪
を
し
の
ふ
」
類
と
す
。
連
理
は
「
引

心
毎
イ

達
」
に
就
い
て
矛
盾
が
あ
る
。
（
珊
譜
篭
簑
霊
如
欝
哺
㌫
鯛
監
夢
曇
箕
）
連
歌
十
躯
の
二
還
付
」
と
密
侮
抄
の
「
ち

か
へ
連
歌
」
と
は
例
旬
同
一
で
、
意
味
は
本
書
に
同
じ
。
即
ち
本
吉
の
「
達
付
」
は
直
接
に
は
培
侍
抄
に
依
る
か
。

°

0

0

ウ

も
相
封
付
－
「
田
と
云
に
畑
と
付
松
と
云
に
竹
と
封
し
て
付
空
云
也
」

（
老
）
　
名
稀
は
連
理
に
あ
っ
た
が
、
意
味
を
異
に
す
る
。
或
は
連
理
か
ら
特
化
し
た
も
の
か
。

0
0
0
0
0
0

説
埋
　
付
－
「
付
る
様
に
も
開
ね
と
も
ふ
か
き
心
を
ふ
く
み
て
付
る
を
云
廻
し

H
け
シ

（
考
）
　
連
理
の
「
埋
付
」
に
同
じ
。
連
歌
十
躯
に
「
甥
句
付
」
の
例
句
あ
り
。

以
上
の
如
く
に
・
粕
封
付
の
や
ゝ
特
化
し
て
ゐ
る
の
を
除
け
ば
全
部
先
距
を
有
し
、
且
つ
夫
々
の
前
例
に
比
較
し
て
特
に
悲
展
し
た
跡
が

な
い
。
唯
後
節
に
見
る
や
う
に
、
．
右
八
鉢
の
中
、
際
立
っ
て
封
頂
的
組
係
に
あ
る
手
付
と
達
付
の
二
つ
が
、
て
に
は
付
の
考
察
に
通
用
さ

れ
て
ゐ
各
鮎
転
本
書
の
最
も
重
要
な
意
味
の
一
▼
つ
を
な
し
て
ゐ
る
。

一
類
二
類
に
分
け
た
の
は
、
本
書
の
右
に
舜
げ
た
説
明
に
、
一
部
連
理
秘
抄
の
説
明
を
参
照
し
て
分
類
し
た
も
の
セ
ぁ
る
。
釦
ち
這
刑

は
「
を
付
」
「
を
以
て
…
・
と
付
」
「
に
て
」
付
と
あ
る
如
く
、
付
る
作
用
の
手
段
、
又
は
作
用
を
蒙
る
目
撃
で
の
も
の
。
換
言
す
れ
ば
付

合
の
素
材
が
問
題
に
さ
れ
て
ゐ
る
刀
で
あ
る
。
又
二
類
は
「
そ
の
ま
▲
は
た
ら
か
さ
ず
付
」
「
取
あ
わ
せ
て
付
」
「
ひ
き
ち
か
へ
て
つ
く
」

（
票
）
料
し
て
付
」
「
ふ
く
み
て
付
」
と
あ
る
如
く
、
付
る
作
用
を
修
飾
し
て
ゐ
る
場
合
で
、
つ
ま
り
付
合
の
方
法
が
問
題
に
さ
れ
て
ゐ
る
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の
で
あ
受
勿
論
本
音
が
右
の
「
頑
窒
息
詩
的
に
分
類
し
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
詮
明
の
吟
味
か
ら
は
、
常
然
右
の
結
果
が
生
る

ペ
、
き
で
あ
る
と
忠
ふ
の
で
あ
る
。

三
　
手
　
仁
　
菜
　
付

・
此
の
瀾
骨
の
小
序
に
就
い
て
は
、
前
に
歴
々
煽
れ
た
廿
、
今
共
の
全
文
身
串
げ
ろ
。
帝
本
に
伐
る
。
（
㌍
耶
朋
塙
）

．
さ
れ
は
中
古
に
は
此
八
鉢
は
か
り
を
番
意
て
手
仁
葉
付
と
云
事
を
も
ち
さ
る
に
よ
っ
て
、
た
し
か
に
不
付
。
上
代
は
侍
公
良
阿
頓
阿
な

と
の
七
く
ひ
只
五
六
人
は
か
功
手
仁
某
付
を
得
意
、
共
外
は
人
遍
を
し
ら
す
。
此
人
上
世
を
去
て
後
、
此
手
仁
ハ
付
の
抄
を
相
偏
す
る

人
な
く
て
中
古
に
は
拓
け
り
。
雉
然
近
比
宗
初
法
師
此
抄
ひ
ら
き
見
て
、
む
か
し
の
こ
と
く
達
苛
の
遺
を
な
せ
り
。
又
宗
御
世
去
の
後

事
常
世
に
至
て
此
道
の
詞
を
み
か
け
り
。
然
れ
は
手
仁
葉
に
色
上
の
什
様
あ
り
。
尭
留
所
を
能
1
得
意
T
、
き
り
く
む
へ
し
。
留
所
々

あ
し
く
き
り
く
め
は
、
1
詞
は
な
れ
く
に
な
り
て
不
付
也
。
て
留
・
に
留
・
ら
心
・
し
・
け
り
・
け
れ
・
な
れ
や
・
物
を
、
是
等
専
也
。

右
の
文
は
、
八
郎
の
最
終
埋
付
の
詮
明
文
に
績
い
て
、
改
行
も
見
出
し
も
な
い
が
、
太
本
仰
木
は
「
さ
れ
心
」
′
を
除
き
、
一
改
行
し
て
】
項
‥

を
立
て
饅
裁
々
婆
へ
て
る
る
▼
。
又
「
然
れ
は
手
仁
美
し
の
所
も
、
太
本
何
本
は
「
然
れ
は
」
を
除
い
て
改
行
し
、
次
を
一
項
と
し
て
ゐ
ろ
。

こ
れ
一
は
併
し
、
別
項
を
立
て
る
必
．
要
は
な
く
、
一
群
き
に
見
て
芸
文
へ
な
い
所
で
あ
る
か
ら
、
右
全
文
卑
小
序
と
呼
ん
で
置
く
。
命
帝
本

の
頒
裁
か
ら
昼
∵
こ
れ
を
小
序
と
し
て
二
止
取
て
る
べ
き
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
八
射
付
か
ら
韓
じ
て
て
に
は
付
庵
論
ず
㌣
引
の
文

と
し
て
小
序
売
稀
し
た
ま
で
ゞ
あ
受
右
小
序
中
に
、
完
初
古
凍
相
侍
の
「
乎
仁
ハ
骨
の
抄
」
と
あ
る
の
が
何
を
指
す
か
明
か
で
は
な
い

が
、
．
貞
相
に
到
っ
て
て
七
は
付
の
論
が
進
展
七
て
る
る
こ
上
は
壌
箕
で
あ
る
。
又
そ
調
抄
共
の
働
空
竃
が
見
て
ゐ
た
と
は
断
言
し
か
ね

凛
歌
秘
旛
劇
の
廿
合
読
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国
　
文
　
軍
　
政
・
節
四
馨
　
第
一
斡

る
が
、
そ
れ
に
就
い
て
の
知
識
は
勿
論
有
っ
て
ゐ
た
謀
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
成
立
が
さ
う
い
ふ
過
去
の
倖
承
を
負
っ
て
ゐ
る
事
々
暗
示

す
る
言
葉
で
あ
る
。
次
に
「
先
解
析
を
能
上
得
意
」
以
下
の
所
は
、
後
に
見
る
様
に
、
こ
の
部
分
の
前
年
「
と
留
旬
て
付
る
」
群
を
指
し

て
ゐ
て
。
、
仝
韓
に
k
懸
ら
な
い
。
従
っ
て
血
の
小
序
仝
恒
も
「
と
留
り
て
付
る
」
群
だ
け
に
懸
る
も
の
か
と
の
疑
問
も
起
る
が
、
こ
れ
は

「
先
」
と
あ
る
鮎
に
注
目
す
べ
き
で
、
て
に
は
付
一
般
を
述
べ
る
が
順
序
と
し
て
「
先
」
の
意
で
あ
る
か
ら
、
比
の
小
序
が
以
下
の
て
に

は
付
会
鰻
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
ふ
迄
も
な
い
。

以
下
内
容
に
就
い
て
見
る
に
、
帝
本
三
八
項
、
太
本
伊
本
些
二
項
を
通
じ
て
、
大
部
分
は
所
謂
T
に
は
の
詞
を
何
々
に
標
示
し
て
詮
明

を
加
へ
て
ゐ
る
が
、
中
に
二
三
の
例
外
が
あ
る
。
潮
ち
帝
本
十
項
「
下
知
の
T
に
は
」
は
、
「
な
お
も
ひ
そ
」
㍉
み
た
ろ
な
」
「
を
け
」
「
よ

き
よ
」
等
々
を
含
み
二
十
一
項
「
ね
か
ひ
て
に
は
し
こ
付
棟
は
、
「
も
か
な
」
「
は
や
」
を
含
み
、
同
三
十
七
項
「
眞
名
の
字
」
に
て
付
る

は
例
l
句
三
句
で
、
各
付
句
何
れ
も
県
名
の
字
溜
り
で
、
こ
れ
斗
概
括
的
言
表
で
あ
る
。
尤
完
前
者
は
、
内
容
か
ら
言
へ
は
所
謂
て
に
は
付

で
奥
粒
で
は
な
い
。
筏
．
者
は
属
名
の
字
で
、
例
句
で
言
へ
ば
「
朝
霞
」
「
わ
た
し
舟
」
¶
浪
」
等
で
、
党
づ
異
紐
の
例
外
と
言
ふ
べ
き
で
あ

る
。
狗
例
外
と
し
て
は
、
二
十
八
項
二
十
九
項
の
「
か
け
て
に
は
」
「
う
け
て
に
は
」
や
三
十
八
項
の
「
と
り
な
し
手
仁
葉
」
等
が
あ
っ

て
．
」
付
合
方
法
の
形
式
的
家
名
劇
で
ぁ
る
。
「
属
名
の
字
」
「
廿
け
て
に
ゼ
「
う
け
て
に
は
」
「
と
り
な
し
手
仁
葉
」
の
－
叫
者
を
除
け
ば
、

他
は
凡
て
所
謂
て
に
を
は
の
詞
が
標
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
夫
等
は
「
と
留
り
て
付
る
」
と
あ
る
一
群
と
、
「
に
付
る
し
と
あ
る
一
群
と

に
二
大
紺
す
る
等
が
出
来
る
。
尤
も
径
の
一
群
に
屈
す
る
各
項
中
に
は
、
「
に
付
ろ
」
と
明
記
し
な
い
場
合
も
間
欠
存
し
て
る
る
が
、
内
容

か
ら
見
て
此
の
一
群
中
の
・
も
の
で
あ
る
。

り
「
と
留
り
て
付
る
」
一
群
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（
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比
の
一
群
は
大
悼
第
一
項
「
て
」
か
ら
第
九
項
「
も
の
を
」
ま
で
で
、
て
・
に
・
ら
ん
・
し
・
け
0
・
け
れ
・
な
れ
や
・
も
の
を
の

八
項
が
之
に
屈
し
て
ゐ
ろ
。
第
四
項
は
「
う
た
か
ひ
の
ら
ん
に
付
ろ
様
」
で
、
明
か
に
「
に
付
る
」
一
群
に
入
る
べ
き
で
あ
る
が
、
琴
三

項
「
ら
ん
と
留
り
て
付
る
」
に
附
伍
し
て
便
宜
故
で
詮
明
さ
れ
た
も
の
と
思
ふ
。
さ
て
上
述
の
八
項
は
、
前
記
小
序
中
に
「
先
斬
新
を
能ヽ

々
得
意
て
」
と
し
た
所
に
祁
雷
し
、
小
序
中
に
奉
げ
た
八
つ
の
儲
桝
と
右
の
八
項
と
は
全
然
l
致
し
て
ゐ
る
。
こ
の
一
群
は
、
賢
へ
ば
て

の
項
の
最
初
の
例
句
に

（
下
）
．
こ
の
ま
ゝ
こ
ゝ
に
身
を
も
捨
は
や

ヽ

（
上
）
山
陰
を
秋
の
さ
そ
ふ
に
尋
凍
て

侍
　
公

と
あ
る
如
く
、
全
て
前
句
は
短
句
即
ち
歌
の
下
旬
で
、
付
句
は
長
句
即
ち
款
の
上
旬
の
場
合
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
付
句
登
別
句
に
付

け
る
場
合
に
、
付
句
の
留
所
に
右
の
様
な
一
群
の
所
謂
て
に
は
が
凍
れ
ば
、
前
句
と
の
付
合
田
係
の
様
態
が
ど
う
な
っ
て
凍
る
か
、
此
の

黙
々
預
め
心
得
て
句
作
す
べ
L
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
各
て
に
は
が
付
合
関
係
を
ど
う
規
制
す
る
か
に
就
い
て
、
大
鱒
二
類
古
巣
げ

ヽ

　

　

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

　

　

ヽ

．

1

　

　

ヽ

ヽ

て
る
る
。
即
ち
（
a
）
い
ひ
か
け
（
b
）
い
ひ
は
な
ら
　
が
そ
れ
で
、
（
a
）
に
は
て
と
に
と
が
屈
し
、
（
b
）
に
は
し
・
け
り
・
け
れ
が

ヽ

　

ヽ

．

＿

屈
し
て
ゐ
ろ
。
な
れ
や
ほ
不
定
で
、
「
い
ひ
か
け
て
付
ろ
に
も
付
さ
る
に
も
作
者
の
了
僧
に
よ
っ
て
く
み
合
す
る
手
仁
菓
」
で
あ
る
と
し
て

ヽ

ヽ

　

　

ヽ

l

ヽ

ゐ
ろ
。
ら
ん
・
完
の
を
に
は
（
a
）
（
と
の
範
疇
に
よ
る
説
明
は
な
い
。

（
乱
）
い
ひ
か
け
新、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

㌧
て
は
複
語
尾
つ
の
連
用
形
で
、
付
句
か
ら
前
句
に
言
懸
け
る
如
き
付
合
関
係
に
於
T
、
て
が
そ
の
連
接
の
用
を
な
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ

る
4
（
譜
伽
謂
欄
誹
㌶
監
礪
叩
粧
如
霜
㌫
賃
鴇
柑
完
等
）

連
歌
秘
停
秒
の
付
会
祝
．
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閥
　
文
　
畢
　
敦
　
　
節
田
巻
　
第
一
弾

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

　

　

　

　

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

に
に
は
平
付
・
達
付
l
の
別
が
あ
る
。
苧
付
の
に
は
「
世
に
」
「
木
か
く
れ
に
」
の
如
き
格
助
詞
で
前
句
の
成
立
つ
場
所
空
嘉
し
て
、
雷

懸
っ
て
ゐ
る
。

ヽ

（
前
）
う
き
牛
天
そ
日
々
に
か
は
れ
る
　
　
（
付
）
昨
日
ま
て
ち
き
り
し
人
も
悶
ぬ
世
に
　
　
助

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

　

　

　

　

　

　

ヽ

遺
骨
の
に
は
「
見
え
つ
る
に
」
「
春
な
る
に
あ
潮
き
接
輯
助
詞
で
、
周
句
の
前
提
と
な
っ
て
言
懸
っ
て
ゐ
る
も
の
。

ヽ
°

（
前
）
こ
1
ろ
の
い
か
て
秋
に
ゆ
ぺ
ら
む
　
（
付
）
花
ち
り
て
後
も
残
れ
る
春
な
る
に
．
　
良

（
b
）
い
ひ
は
な
ち
類

ヽ．
L
は
全
て
形
容
詞
「
な
し
」
の
例
で
あ
る
。

64

（
前
）
許
か
家
j
L
春
や
凍
ぬ
ら
ん

．
＿

（
付
）
老
ら
く
の
身
に
あ
ら
た
ま
る
年
は
な
し
　
　
栂

（
前
）
牛
天
に
な
る
秋
の
夜
の
月

ヽ

　

ヽ

（
付
）
人
も
座
す
我
身
も
行
す
更
に
け
り
　
頓

ヽ

▼

　

ヽ

け
）
h
ソ

ヽ

ヽ

　

　

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

．

け
れ
は
こ
そ
と
係
っ
た
結
び
で
、
な
れ
も
此
の
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
。

ヽ
ヽ

（
前
）
山
人
や
か
ぞ
へ
ぬ
年
の
つ
も
る
ら
ん
（
付
）
ふ
か
き
谷
こ
そ
春
を
会
所
な
れ
　
闇

r

、

　

ヽ

、

　

ヽ

▼

l

－

し

ヽ

ヽ

以
上
し
．
・
廿
り
・
け
れ
は
全
て
慈
止
し
て
旬
の
完
結
も
た
場
合
で
、
直
接
前
句
に
言
懸
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ヽ

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ら
ん
ほ
．
「
嬢
の
心
也
」
と
し
て
、
ら
ん
「
と
留
り
て
付
ろ
」
場
合
｛
ら
ん
「
に
付
る
」
場
合
と
を
並
べ
て
る
ろ
こ
と
は
前
述
し
た
が

ヽ

　

ヽ

．

’

（
豊
（
b
）
の
範
疇
を
以
て
の
説
明
は
加
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
．
も
の
を
の
接
損
助
詞
に
就
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
唯
こ
れ
に
は
辛
付
・

遜
有
両
面
の
詮
明
が
あ
る
。
甲
骨
は
同
心
付
（
毘
舶
＝
竃
本
）
で
あ
り
「
そ
の
ま
▲
骨
た
る
吾
し
物
吾
で
あ
る
去
ふ
ご
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ヽ
ヽ

（
前
）
つ
み
を
も
し
ら
て
い
さ
む
も
の
、
ふ
（
付
）
後
の
世
に
つ
る
き
の
山
の
あ
る
物
を
　
艮

掛
か
が
悪
す
る
所
（
琴
」
）
に
同
心
す
る
所
に
前
句
の
場
所
が
あ
る
。
攻
に
達
付
は
叉
問
答
付
で
あ
る
。

l
ヽ

（
胡
）
予
て
ゐ
な
か
ら
国
々
も
さ
む
る
　
（
付
）
沖
は
今
出
雲
の
旗
に
立
物
を
　
忍

l
ヽ

「
旗
に
立
」
と
「
ゐ
な
か
ら
」
と
は
物
を
が
接
紙
す
る
が
、
柵
と
君
と
は
封
立
し
て
ゐ
ろ
。
問
答
付
と
云
ふ
所
以
で
あ
る
。

）い
「
に
付
ろ
」
一
群

此
の
二
群
は
、
帝
本
で
二
十
五
項
、
太
本
仰
木
は
三
十
項
で
あ
る
が
・
中
年
数
は
標
目
と
例
句
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
も
殆
ど
仝
部
後

年
部
に
屈
し
て
ゐ
ろ
。
こ
れ
等
説
明
の
な
い
も
の
は
、
次
に
援
目
だ
け
記
す
。
（
佃
刷
鐙
駅
鐙
綿
は
謡
諾
絹
製
㌶
箕
）

X

 

X

 

X

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

×

　

　

　

×

ま
だ
さ
へ
　
ば
か
り
　
な
に
．
い
づ
れ
　
い
か
で
　
中
！
1
夜
も
す
か
ら
　
つ
れ
　
ご
と
く
　
ま
じ
る
　
ご
と
に
　
ほ
ど
　
心
か

ら
　
な
を
ざ
り

（
、
X
印
あ
る
は
帝
本
に
無
い
も
の
）

詮
明
あ
る
も
の
は
、
大
悼
前
牛
部
に
屈
し

下
知
の
て
に
は
　
こ
そ
　
そ
　
は
　
も
　
こ
ろ
　
桁
．
叉
　
ば
　
か

と
　
ね
か
ひ
て
に
は
　
だ
′
に
．
い
づ
く
　
な
れ
も

の
十
五
項
で
あ
る
。
以
上
こ
の
一
群
は
、
全
て
右
に
畢
げ
た
新
調
T
に
は
が
前
句
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
場
合
で
、
前
句
は
大
部
分
短
句
で

あ
る
が
、
必
ず
し
も
短
句
と
限
っ
て
は
ゐ
な
い
。
て
に
は
の
在
り
場
所
は
、
前
句
の
句
撃
句
中
・
句
末
に
亘
っ
て
、
こ
れ
も
限
定
さ
れ
て

ゐ
な
い
。
何
れ
に
し
て
も
前
句
付
句
を
付
合
は
せ
る
場
合
、
前
句
中
の
右
の
や
う
な
て
に
は
は
見
逃
し
難
く
、
そ
れ
等
の
て
に
は
が
付
合

の
様
態
を
規
制
す
る
；
の
要
素
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
今
寵
明
の
あ
る
十
五
項
に
就
い
て
見
る
に
、
央
壁
面
を
蓼
げ
て
ゐ
る
虻

連
歌
一
秘
侭
抄
の
伸
二
官
記
．
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ヽ

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

此
の
二
癖
と
は
、
前
の
「
と
留
り
て
付
る
」
一
群
中
の
、
に
及
び
も
の
を
に
於
て
見
て
来
た
両
様
の
作
用
た
る
苧
付
と
達
付
と
で
あ
る
。

ヽ

　

ヽ

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

1

　

ヽ

　

1

　

1

　

1

、

、

に
や
も
の
を
と
同
じ
く
、
「
に
付
る
」
一
群
中
で
も
、
こ
そ
・
そ
・
は
・
も
・
い
づ
く
等
は
、
一
つ
で
両
校
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
。
以
下
二

類
に
分
ち
、
各
項
の
下
に
説
明
の
詞
を
原
文
で
示
し
（
哨
謂
酎
和
か
）
各
の
例
句
一
句
苑
轟
げ
て
解
説
に
代
へ
ろ
。
達
付
の
新
に
、
「
お
さ
へ
た

ヽ

　

　

　

　

　

　

0

0

°

0

0

　

　

　

0

0

0

0

0

る
」
を
入
れ
た
の
は
は
．
の
説
明
に
「
ち
か
へ
て
付
る
を
お
さ
へ
た
る
は
と
云
也
」
と
あ
る
に
准
じ
た
も
の
で
あ
り
、
「
並
さ
る
も
し
を
入
れ

た
の
は
、
「
並
た
る
も
」
を
苧
付
に
入
れ
た
（
諸
宗
詣
抽
紘
髭
悠
）
の
に
封
立
さ
せ
た
の
と
、
・
例
句
の
貰
際
と
か
ら
で
あ
る
。
「
う
た
が
ひ

た
る
」
を
入
れ
た
の
は
、
「
う
た
か
ひ
付
」
が
平
付
に
封
立
す
る
も
の
で
あ
る
の
と
、
例
句
の
芭
際
と
か
ら
で
あ
る
。
（
認
監
詣
竺

（
a
）
苧
付
の
類0

0
　
　
　
　
　
　
0
0
　
　
　
　
　
0
0
0
0
　
　
　
　
　
　
0
0

こ
そ
　
「
同
心
の
こ
そ
は
平
付
に
付
」
「
お
な
し
心
の
こ
そ
地
平
付
の
こ
そ
共
云
也
」

66

そ

ヽ
ヽ

や
る
方
も
な
き
ご
i
ち
こ
そ
す
れ
　
し
の
ふ
へ
き
文
に
は
人
の
な
を
か
ゝ
て
　
頂

0
0
0
0
　
　
0
0

「
な
ら
ふ
る
は
苧
付
也
」
・

ヽ

・
‥
と
．
き
ひ
ろ
け
て
そ
薪
を
ほ
ほ
す
・
　
山
さ
む
き
柴
の
戸
は
そ
に
日
を
入
て
　
　
侍

【

太

）

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

　

0

　

0

「
な
ら
ふ
て
付
る
苧
付
の
て
に
は
也
L

ヽ

l
故
ね
の
月
は
さ
た
か
に
も
な
し
　
　
　
松
を
ふ
く
あ
ら
し
の
陰
の
草
ま
く
ら
　
　
侍
公

0　00

「
並
た
る
も
」

ヽ

舟
の
中
に
も
春
や
尭
ぬ
ら
ん
　
　
　
　
わ
つ
か
な
る
石
に
枯
木
の
花
さ
き
て
　
　
良

（

太

）

　

　

0

　

0

　

0

　

0

「
物
空
一
な
ら
へ
て
放
く
み
た
る
て
に
は
」
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ヽ
ヽ

我
こ
ゞ
ろ
た
に
か
く
れ
宏
そ
な
き

狩
人
の
入
野
の
雉
子
音
を
鳴
て
　
　
良

00

い
づ
く
「
平
付
」

ヽ

ヽ

ヽ

一
い
つ
く
も
故
の
か
り
ね
な
り
け
り
　
　
宿
こ
と
に
む
す
ふ
あ
や
め
の
草
枕
　
噸

（
b
）
達
付
の
類0

0
　
　
　
　
　
　
　
0
0
0
0

こ
そ
　
「
問
答
の
こ
そ
に
は
ち
か
へ
付
に
付
る
也
」

ヽ

．

ヽ

一
く
た
す
い
か
た
の
か
す
上
こ
そ
な
れ
　
　
破
た
る
展
木
の
枚
は
し
栗
落
て
　
　
侍

そ
．
ほ

°

　

0

　

0

　

0

　

0

　

　

　

　

　

　

〇

一

〇

「
為
さ
へ
た
る
に
は
達
付
」

ヽ
．

た
て
る
一
木
の
梅
そ
か
ほ
れ
る
　
　
　
老
か
身
の
心
の
花
は
友
な
ら
て
　
　
柑

0
0
0
0
0
　
　
　
　
　
0
0
0
0
0
　
　
　
0
0
0
0
0

「
為
さ
へ
た
る
は
也
L
「
ち
か
へ
て
付
る
な
お
さ
へ
た
る
は
と
云
也
」

ま×か×

ヽ

人
は
を
と
せ
ぬ
あ
し
の
屋
の
中

「
並
さ
る
も
」

ヽ

秋
も
今
は
に
な
る
そ
か
な
し
き

0

0

0

0

°

「
み
な
為
さ
へ
た
る
手
乍
葉
也
」

ヽ

山
あ
れ
は
こ
そ
且
は
人
ら
め

0
0
0
　
0
　
0
0

「
う
た
か
ひ
た
る
手
仁
某
」
．

ヽ

い
く
重
か
つ
も
る
朝
あ
け
の
雪

連
歌
秘
．
倖
抄
の
付
合
記

わ
れ
そ
す
む
う
き
世
を
誰
か
拾
つ
ら
ん
　
　
柑

萩
に
ふ
く
風
は
む
か
七
の
夕
に
て
　
　
良

雲
霧
の
八
重
の
し
は
路
の
わ
た
の
原
　
　
良

浪
か
1
る
浦
の
は
ま
ゆ
ふ
下
お
れ
て
　
　
順

67
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O

 

O

 

O

 

O

 

O

と
　
　
十
お
さ
へ
た
る
手
仁
某
也
」
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ヽ

故
郷
に
踪
る
と
見
つ
る
夢
党
て

0
0
0
0
0

い
づ
く
・
「
う
た
か
ひ
付
」

ヽ

ヽ

．

’

舟
路
の
跡
の
山
は
い
つ
く
そ

ま
く
ら
の
上
に
偽
の
な
く
整
　
頓

松
原
の
昨
日
は
見
え
し
朝
か
す
み
　
　
良

以
上
×
印
の
あ
る
も
の
は
夫
々
一
用
法
の
み
で
、
他
は
一
．
つ
で
二
用
法
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
分
類
に
入
ら
な
い
て
に
は
の
中
、

掛
l
㌫
・
か
か
か
書
聖
豊
な
・
）
か
わ
い
に
は
、
付
合
の
作
用
上
の
眉
が
な
い
。
但
し
か
か
い
は
並
べ
た
る
い
に
入
る
性
質
の
も
の

で
あ
る
。
夷
に
下
知
の
て
に
は
（
嘉
霊
宝
㍍
鴇
聖
」
）
は
、
「
に
付
る
」
群
の
筆
頭
に
在
宣
「
と
留
り
て
付
る
」
群
に
接
し
て
ゐ
る
が

詮
明
に
は
「
て
留
り
琵
留
り
に
て
は
付
か
だ
し
但
上
手
の
手
立
に
て
は
付
る
事
あ
り
」
と
あ
っ
て
、
恰
も
両
群
を
連
繋
す
る
役
割
を
持
っ

て
る
る
。
・
が
付
合
の
作
用
上
の
証
明
は
な
い
。
（
蟹
軸
㌶
品
的
欝
謂
請
霊
話
諸
宗
用
品
榊
震
酢
川
脚
蓑
髭
和
㌫
葬
礼
票
凱
完
）
次
に

．

t

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

こ
ろ
で
あ
る
が
、
故
の
例
句
は
全
て
前
句
が
短
句
、
付
旬
が
長
句
で
、
短
句
の
末
尾
に
こ
ろ
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
「
と
留
り
て
付

る
」
群
に
入
る
べ
き
で
な
く
、
「
に
什
る
」
群
で
あ
る
が
、
特
異
の
例
で
、
然
も
共
の
作
用
の
説
明
は
、
「
比
と
云
手
仁
某
大
事
也
い
ひ
か
け

て
は
付
ぬ
手
仁
は
些
云
は
な
も
て
付
る
に
能
付
也
L
L
あ
っ
て
、
「
と
留
り
て
付
る
」
群
に
用
ゐ
ら
れ
た
と
同
じ
説
明
が
加
へ
ら
れ
て
る
る
。

以
上
所
謂
で
に
は
付
の
内
容
の
概
略
を
奉
げ
た
。
鼓
で
以
上
を
要
約
し
、
若
干
補
説
し
て
琶
き
庇
い
。
本
吉
に
撃
げ
た
て
に
は
付
は
大

概
「
と
習
作
て
付
ろ
」
と
「
に
付
る
」
と
の
二
群
に
分
れ
ろ
。
前
者
が
付
合
の
様
態
を
規
制
す
る
仕
方
は
、
「
い
ひ
か
け
L
と
「
い
ひ
は
な

ち
」
が
中
心
に
な
っ
て
ゐ
る
。
叉
後
者
の
そ
れ
は
苧
付
と
達
付
が
中
心
で
あ
る
。
此
の
四
つ
を
比
較
し
て
、
そ
の
相
違
空
責
へ
ば
、
「
い
ひ

か
け
し
1
い
ひ
は
な
ち
L
世
共
に
、
付
句
で
あ
る
上
旬
が
前
件
と
な
っ
て
、
前
句
で
あ
る
下
旬
の
後
件
に
接
抗
す
る
場
合
で
、
「
い
ひ
か
け
」
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・
は
、
て
に
は
に
依
っ
て
緊
密
に
接
祈
さ
れ
、
「
い
ひ
は
な
ち
」
は
所
謂
て
に
は
に
依
っ
て
一
且
中
止
さ
れ
而
し
て
接
摂
さ
れ
て
み
る
。
苧
付

と
達
付
と
は
前
句
の
意
想
と
付
句
の
意
想
と
の
問
の
関
係
で
、
そ
れ
が
平
行
の
関
係
で
あ
る
時
は
平
付
で
、
封
立
の
関
係
で
あ
る
時
が
達

付
で
あ
る
。
従
っ
て
「
い
ひ
か
け
」
「
い
ひ
は
な
ち
」
の
関
係
と
、
手
付
・
達
付
の
関
係
と
の
相
互
に
噛
合
ふ
場
合
も
あ
わ
得
る
の
で
あ
る
。

ヽ

例
を
以
て
言
へ
ば
、
前
に
奉
げ
た
千
付
の
そ
は

ヽ

と
き
ひ
ろ
け
て
そ
薪
を
は
は
す
　
山
さ
む
き
柴
の
戸
は
そ
に
．
日
を
入
て
　
．
侍
．

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

で
、
そ
が
強
調
す
る
「
ひ
ろ
け
L
b
意
想
に
平
行
さ
せ
て
、
「
声
は
そ
に
日
・
を
入
」
れ
る
と
し
た
所
が
手
付
で
、
解
析
か
ら
言
へ
ば
、
・
て
に

依
っ
て
前
句
に
・
「
い
ひ
か
け
L
て
る
為
の
で
あ
る
。
．

構
両
、
上
旬
の
留
所
の
て
に
は
の
「
い
ひ
か
け
」
「
い
ひ
は
な
ち
」
の
機
能
、
叉
前
句
中
の
て
に
は
の
手
付
・
達
付
の
機
能
は
、
上
述
の

ふ
く
極
め
て
少
数
の
て
に
は
に
就
い
て
観
察
さ
れ
た
結
果
で
、
一
般
的
に
適
用
さ
れ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
・
叉
そ
れ
等
の
機
能
が
、
純
梓

に
て
に
は
そ
の
も
の
の
本
具
す
ろ
職
能
に
の
み
依
存
す
る
か
否
か
に
な
れ
ば
更
に
桧
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
併
し
宗
祇
が
右
に
於
て

取
上
げ
た
て
に
は
は
天
恨
事
爽
問
題
に
な
っ
て
ゐ
る
も
の
で
、
そ
れ
等
を
捉
へ
て
観
察
を
深
め
て
ゐ
る
黙
は
見
増
せ
な
い
。
叉
手
付
・
達

付
を
て
に
は
の
考
察
に
導
入
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
一
方
で
は
て
に
は
の
機
能
を
明
確
に
す
る
と
共
に
、
一
方
で
は
卒
付
・
達
付
の
内
容

を
探
化
し
て
ゐ
．
る
。
八
鉢
に
言
ふ
達
付
の
証
明
と
、
て
に
は
付
に
言
ふ
達
付
の
意
味
す
る
所
を
比
較
す
れ
ば
、
思
牛
は
に
過
ぎ
、
る
も
の
が

あ
る
と
思
ふ
。

四
　
l
籍

連

歌

秘

倖

抄

の

付

合

記
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国
　
文
　
畢
　
放
　
　
第
四
巻
　
第
一
韓

上
衣
述
べ
て
尭
た
所
で
明
か
な
様
に
、
八
鉢
の
論
は
本
書
と
し
て
分
量
も
少
く
。
又
そ
の
先
雌
に
比
較
し
て
特
に
秀
れ
た
所
も
見
ら
れ

な
い
が
、
て
に
は
付
の
論
は
量
寛
共
に
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
最
後
に
本
吉
以
前
の
て
に
は
付
の
故
的
斐
展
を
一
瞥
し
、
本

書
の
償
伯
に
煽
れ
た
い
と
思
ふ
。

ヽ

　

　

ヽ

先
づ
良
基
で
あ
る
が
、
彼
の
て
に
は
論
は
句
の
留
所
の
て
に
は
を
中
心
と
し
て
ゐ
る
。
連
理
秘
抄
で
は
、
に
・
て
は
上
旬
の
留
h
リ
に
よ
く

下
旬
に
由
℃
と
し
、
僻
蓮
秘
抄
で
は
、
上
旬
の
物
名
留
り
ほ
よ
く
な
く
、
下
旬
の
て
に
は
留
り
も
よ
く
な
い
と
し
て
ゐ
る
。
撃
蒙
抄
（
譜

露
和
…
摘
綿
）
撃
の
俵
は
専
ら
骨
折
の
て
に
は
を
注
意
し
て
、
か
・
崇
・
午
か
か
・
岩
・
㌣
い
（
娼
鐙
哺
震
誓
せ
）
が
付
句
の
留

所
に
あ
る
例
句
を
奉
げ
て
ゐ
る
が
、
其
の
作
用
に
は
詮
及
ん
で
ゐ
な
い
。
知
連
抄
（
謡
棉
鵠
霊
拗
鰯
）
の
三
俵
五
躯
の
中
、
三
俵
の
窮
二
て

ぷ
を
は
の
六
の
次
男
に
は
、
育
て
に
は
・
心
て
に
は
・
請
放
て
に
は
・
か
け
て
に
は
・
す
て
て
に
は
・
各
て
に
は
（
謂
蒜
翫
読
㌍
㌢
）

の
外
に
重
て
に
は
が
あ
る
が
、
以
上
は
天
健
上
旬
（
譜
琵
）
の
句
末
の
語
の
縁
語
・
同
音
・
本
歌
の
詞
等
が
下
旬
（
譜
詣
）
の
語
頭
に
凍

て
接
絶
す
る
特
殊
な
場
合
で
、
唯
心
て
に
は
、
各
て
に
は
の
二
つ
が
稽
趣
を
共
に
し
て
、
付
句
の
句
末
の
語
が
前
提
し
推
量
す
る
所
に
、

前
句
成
立
の
場
所
の
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
が
良
基
の
T
に
は
論
の
概
要
で
一
二
の
も
の
は
解
析
の
T
に
は
に
注
目
し
、

そ
の
作
用
に
名
稗
を
興
へ
た
が
、
ま
だ
充
分
で
な
い
。
そ
の
一
二
の
中
に
掛
か
と
留
っ
て
付
る
例
が
あ
。
、
（
㍍
崇
）
之
雪
各
て
に
は
」

と
呼
ん
で
ゐ
る
が
・
連
歌
秘
侍
秒
速
付
の
掛
か
の
叢
と
見
ら
れ
る
。
叉
右
の
請
取
T
に
は
（
詣
譜
桐
）
か
け
て
に
は
は
、
秘
倍
抄
に
あ

っ
て
説
明
を
省
略
し
て
ゐ
た
も
の
▲
源
頭
で
あ
る
。
（
印
譜
如
噸
）

梵
燈
庵
の
長
短
華
は
良
基
の
誼
を
中
心
に
し
て
ゐ
る
が
、
知
連
抄
の
六
の
次
第
等
も
紐
承
し
て
居
り
、
そ
の
他
に
、
チ
カ
イ
テ
こ
ハ
，

ヮ
ヶ
テ
二
一
ハ
．
ソ
イ
テ
こ
ハ
・
ワ
カ
レ
テ
こ
ハ
・
ア
ワ
セ
テ
ニ
ハ
等
を
碑
げ
て
ゐ
ろ
。
チ
カ
イ
テ
ニ
ハ
以
下
は
、
既
に
留
所
か
ら
恐
れ
て
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ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

句
中
の
て
に
は
を
問
題
に
し
て
ゐ
る
。
チ
カ
イ
テ
一
一
ハ
で
は
前
句
の
コ
ソ
・
ワ
ケ
テ
＝
二
で
は
付
句
の
句
中
の
霞
別
の
ハ
、
ア
ワ
セ
テ
ニ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

　

、

ハ
で
は
並
列
の
ヤ
等
に
依
っ
て
付
合
は
さ
れ
、
殊
に
技
二
者
は
ハ
・
ヤ
を
指
摘
説
明
し
て
ゐ
る
の
で
、
良
基
の
詮
か
ら
見
れ
ば
放
歩
進
展

し
た
も
の
で
あ
る
。
尤
も
右
の
部
分
が
良
基
の
説
に
基
づ
く
と
す
れ
ば
、
良
基
自
身
の
進
歩
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ら
う
。
－

志
に
入
っ
て
・
て
に
は
付
ほ
俄
然
進
展
し
て
ゐ
る
。
即
ち
初
心
求
詠
集
添
加
部
分
・
宗
祖
袖
内
・
密
停
抄
等
に
見
え
る
の
が
そ
れ
で

右
三
吉
大
棺
似
た
内
容
宗
っ
て
ゐ
る
。
今
項
目
だ
け
を
害
し
て
撃
げ
ろ
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
ろ
上
院
欝
謹
琶

初
心
求
詠
集
添
加
部
分

一
、
こ
そ
付
の
事
（
こ
そ
に
あ
た
り
て
付
）

二
、
こ
そ
を
も
て
付
事

三
、
そ
付
の
事

四
、
そ
に
て
付
事

蜜
　
停
　
抄
・

一
、
こ
そ
を
付
る
事
・

二
、
こ
そ
を
引
ま
は
し
て
付
る
事

五
、
は
に
は
を
も
て
付
事

六
、
は
に
に
を
も
て
付
事

七
、
物
を
に
て
付
事

八
、
上
下
ら
ん
を
付
て
ち
か
ふ
事

九
、
も
に
も
に
て
付
事

十
、
な
か
ら
に
て
付
事

連

歌

秘

侍

抄

の

付

合

記

三
、
そ
を
付
る
事

四
、
や
に
あ
た
り
て
付

五
、
は
を
付
る
事

六
、
は
を
ひ
き
ち
か
へ
て
付
る
事

七
、
は
を
と
か
め
て
付
ろ
事

八
、
や
を
心
に
か
け
て
付
ろ
事

宗
　
糊
　
軸
　
内

一
、
こ
そ
と
云
に
付
梯
あ
り

二
、
こ
そ
を
引
か
へ
し
て

三
、
そ
と
云
に
付
様

四
、
叉
引
か
へ
L
C

五
、
と
▲
め
に
を
も
つ
て

六
、
は
に
付
梯

七
、
を
に
心
を
か
け
て
付
や
う

九
、
順
の
な
か
ら
の
事
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十
一
、
と
か
め
な
か
ら
に
て
付
事
　
　
　
　
十
、
l
か
め
な
か
ら
の
事

標
目
の
一
致
し
な
い
も
の
も
、
例
旬
は
同
一
で
あ
る
。
要
す
る
に
宗
勘
は
、
企
て
て
に
は
を
明
示
し
、
同
じ
て
に
は
の
前
句
に
あ
る
場
合

と
付
句
に
あ
る
場
合
を
分
け
、
「
あ
た
り
て
付
」
「
と
か
め
て
付
」
「
ひ
き
ち
か
へ
て
付
」
の
如
く
僅
少
な
が
ら
付
合
の
作
用
を
説
明
す
る

、

、

　

　

　

　

　

－

1

　

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

等
粉
細
で
あ
る
。
尤
も
右
の
中
、
物
を
は
知
蓮
抄
に
、
こ
そ
・
は
は
長
短
妙
に
と
犬
上
党
樅
が
求
め
ら
れ
、
叉
な
か
ら
の
両
用
は
演
歌
十

鉢
（
票
肇
㌫
即
納
指
針
諸
綿
拘
領
）
に
見
え
て
ゐ
る
等
で
あ
る
。
併
し
そ
れ
が
、
宗
相
が
、
昔
の
T
に
は
の
抄
を
披
見
し
た
と
秘
倖
抄
て
に
は

付
の
小
序
（
舶
）
に
記
す
所
以
と
忠
ふ
。
右
の
中
か
か
い
以
外
は
大
鯉
秘
倖
抄
に
取
入
れ
ら
れ
て
ゐ
ろ
。
「
上
下
ら
ん
を
付
て
ち
か
ふ
き
は

、

、

　

　

　

　

　

　

1

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

秘
倖
宅
は
ら
ん
と
留
り
て
付
ろ
項
と
ら
ん
に
付
る
項
と
二
項
に
分
け
て
入
れ
て
ゐ
ろ
。
こ
そ
・
そ
・
は
は
典
に
そ
れ
が
前
句
中
に
在
る
場

ヽ

ヽ

　

ヽ

　

　

　

　

　

l

合
の
み
を
取
入
れ
て
る
る
。
物
を
・
守
と
ゝ
め
に
等
も
大
鰐
取
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
し
て
宗
相
が
用
ゐ
た
1
に
あ
た
り
て
付
」
1
を
ひ

き
ち
か
へ
て
付
」
「
を
と
か
め
て
付
」
等
は
句
例
か
ら
見
て
逮
付
に
相
雷
し
、
宗
祇
が
て
に
は
付
に
、
平
付
と
封
し
て
達
付
々
導
入
す
る
槙

線
上
見
ら
れ
る
。
併
し
前
節
に
眺
め
た
宗
祇
の
て
に
は
論
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
間
に
飛
膵
的
な
進
歩
の
あ
る
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ら
う
。

附
記
。
心
敬
の
馬
上
集
に
は
若
干
て
に
は
論
が
あ
る
が
、
て
に
は
付
と
し
て
は
殆
．
ど
問
題
に
な
ら
ぬ
。
宗
紙
の
他
の
著
作
の
中
、
長
六

を
石
田
元
季
氏
本
連
歌
風
物
集
所
収
の
二
菅
（
軍
仇
蒸
併
用
㌍
卑
）
等
と
の
囲
聯
・
又
蓮
歌
謡
亦
秘
倖
抄
と
の
此
軍
手
芸
大

′
　
概
抄
之
抄
と
の
摘
係
等
は
、
他
日
に
譲
る
。

こ
の
拙
い
小
稿
に
軽
々
御
注
意
を
下
さ
っ
た
稲
井
先
生
に
探
謝
し
ま
す
。
叉
貴
重
な
資
料
の
輿
甲
ゼ
快
諾
し
て
下
さ
っ
た
伊
地
知
哲

夫
兄
太
田
武
夫
兄
に
感
謝
し
ま
す
。

又
高
野
博
士
に
萩
捲
抄
の
他
の
ヱ
誉
め
る
由
を
、
江
踪
兄
か
ら
教
へ
ら
れ
た
。
他
日
恩
南
の
撃
て
蟹
J
拓
ひ
た
い
。
　
　
　
一

一
－
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